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１．プロジェクトの目的・概要 

 国際経済法ゼミの学生主体の企画として、道内(大都市圏以外)における若年層の就労増

加や国際化を推進するための課題を分析した。道内の主要産業として当初は農林水産業を

想定していたものの、同様に重要な産業である観光・教育に重点を置き、外国人就労に関

する「育成就労」制度の動向にも目配りしつつ検討した。具体的には、(1)小樽市における

高校生の放課後学習スペース・異文化交流の場作りと雇用創出を目指す研究と、(2)音更町

でインバウンド対応を含む観光振興に関する分析と政策提言を行う研究とに取り組んだ。 

２．具体的な取組内容 

 上記(1)は、農林水産業が盛んな地域ほど小樽市内中心部への交通の便が悪く学習に困難

を生じやすいこと等から、農林水産業の直面する長期的課題の一部だと言える。まず、市

内の高校生にアンケート調査を行ない、ニーズの洗い出しを行ったところ、小樽市街地に

放課後の学習・交流スペースが足りないことが分かった。特に外国籍や一人親世帯の生徒

の需要が大きいことも分かった。そのため、空家を活用する学習スペース・コミュニティ

カフェの起業を模索した。具体的には、既存の関連施設の利用度調査、空家の利活用に関

する専門家への相談、建築基準や労働基準に関する条例等の調査・分析、外国人材の活用

可能性の検討等を行なった。結果として、年度内に完了するという本プロジェクトの制約

の下では、地域住民や関係者を巻き込みながら十分な取組みを行うには時間が足りないと

の判断を 9月頃に行なった。その後は、上記(2)の活動に合流した。 

 上記(2)は、本学ＵＵ構想事務局の助言や協力を得つつ、音更町役場のご意向も聴取しつ

つ、農林水産業を主産業とする音更町における観光振興に焦点を当てた。海外または道外

からの観光客という視点に立って、課題の洗い出しと改善策の検討を行った。その上で、

11月 23日から 24日にかけて、学生 10名が現地調査を行なった。町内の 2か所の道の駅で

来客へのアンケート調査を行いつつ、音更町役場のご担当者、観光協会のご担当者等にも

インタビューし、現地で実践的な知見を深めた。観光客の国際化が進めば町内観光業にお

ける外国語対応や外国人材の必要性が増加する可能性も看取した。これと並行して、音更

高校における探求学習としての観光振興活動について、同校教諭からもご教示頂いた。 

３．プロジェクトの成果及び地域への還元 

 音更町での現地調査で得られたデータを分析した結果、道の駅の運営に関して高校生の

関与も視野に入れた 2 件の改善提案をまとめた。そして、2 月 13 日に、音更町長や部課長

級職員に対してオンライン研究発表した。先方からは高い評価が得られた。外国人材の活

用については研究途上であるものの、育成就労制度は地方企業には外国人の受入れ枠を大

都市圏よりも 3 倍多く配分する方向であり(日経新聞 2025 年 1 月 24 日朝刊 4 面)、地方に

おける人材確保の促進につながると期待されることから、引き続き研究していく。 
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